
２０1９年　こまくさ会新年会「国分寺」「大國魂神社」「谷保天満宮」「湯楽の里/宴会」

＜１２８０年前の武蔵国を歩く＞ 総歩行距離：約１０Km（+1.1K)　歩行時間：２時間５０分

武蔵国：埼玉県＋東京都＋神奈川県横浜迄

武蔵国は東山道に属していたので東山道武蔵路で府中まで接続。　相模国は東海道に属す。

武蔵国分寺 ・７４１年聖武天皇は国分寺造営の詔を発布、諸国中で最大規模の武蔵国分寺と尼寺が

≪ご参拝≫ 武蔵国に造られた、両寺を合わせると東西880m南北550mで諸国平均の３倍の寺域。

(現：最勝院国分寺) 国家寺院として庇護されていたが、分倍河原の合戦で新田軍により全て焼亡した。

翌年新田義貞は戦勝を記念して薬師堂を寄進、尼寺は鎌倉時代に廃寺となる。

大國魂神社 ・１１１年出雲の大国主神の託宣によって造られた、645年に武蔵の国府が置かれ当社を

≪新年初詣≫ 国衙（行政府）の斎場とし国内の祭務を総括する事になり武蔵総社（六所宮）と称された

１社の参拝で 　①小野神社②小河神社③氷川神社④秩父神社⑤金鑚神社⑥杉山神社の古社を総括

６倍分の功徳 神社の格付けで国主が赴任した時の参拝順を表した。一宮：小野神社～

・5月5日の有名な「くらやみ祭」は古来から古式服で闇夜に八其の神輿が神幸してたが

（やぼてんまんぐう） 治安上の理由もあり、昭和３６年から夕方の開始となった。

谷保天満宮 ・東日本最古の天満宮。・亀戸天満宮・湯島天満宮と共に関東三大天神と呼ばれる。

≪ご参拝≫ 903年菅原道真が薨去した時、谷保に配流されていた子息の道武は自ら木像を刻み廟を

350本の梅林 建てて祀ったのが創建、参拝者からは野暮ったいとの噂が流布し「野暮天」の語源との説がある。

見頃：２月～ ・明治41年に有栖川宮威仁親王が我が国初のドライブツアーを行い本宮に昇殿参拝され

無事に東京まで戻られた事に因み「交通安全祈願発祥の地」といわれた。

秀郷神社 ・939年藤原秀郷（俵藤太）は平将門の乱を制圧、武蔵守・鎮守府将軍となった。

湯楽の里・宴会 「国立温泉・湯楽の里」：入館料＋館内着＋タオルセット＋宴会＝４２００円（湯：920円込）

≪新年会≫ 飲み放題：＋１６２０円＝５８２０円・・・ 飲み物自由＝５５００円で開催します。

展望露天風呂は温泉掛け流し露天風呂、多摩川清流の向こうには富士山を望む絶景。

夕方まで晴が続けば時間的には夕焼けをバックに富士山のシルエットが浮かび上がります。

塩サウナ（老廃物除去、美肌効果）、高濃度炭酸泉（関節痛、高血圧、血液循環改善）、その他有

１．日時 平成３１年１月２６日（土）　１１時５０分 集合 ※雨天決行

２．集合場所 JR中央線・武蔵野線/西国分寺駅　南口改札出口

出発時刻　行き先 到着時刻
12:00 武蔵国分寺跡 12:30 再整備された1300年前の※東山道武蔵路経由、最勝院国分寺見学

1.3Km ※東山道の上野国府（前橋）と武蔵国府（府中）を結ぶ幅12mの直線官道
12:40 武蔵国分尼寺跡 12:50 各国に国分僧寺と尼寺が対で作られ、寺域は160m四方あった。

. 0.6Km 両寺の間に府中街道が走り、後に鎌倉街道となった。
13:00 大國魂神社 13:45 神社に続くケヤキ通りは国分寺街道で神社の参道となっている。

2.7Km ≪新年初詣≫ 隣地併設の武蔵国国衙跡も見学。 ＜小休止＞
14:10 秀郷神社 14:20 高安寺境内にあり秀郷の館跡といわれ、足利尊氏が再建した。

0.6Km
14:30 谷保天満宮 15:15 旧甲州街道経由

2.8Km ≪参拝・交通安全祈願≫
15:25 湯楽の里 15:55 入浴後「新年会」１７時開宴 ≪５５００円≫飲み放題セットより安価

2.0Km ※「フレスポ国立南」（スーパーマーケット）に併設
19:00 　解　散 JR南武線・矢川駅～１．１Km・徒歩１５分　バス便あり

※各種浴場があるので余裕のある方は改めて入浴して下さい。（時間無制限）

当日緊急連絡電話　０９０－１７７０－９３５９　尾崎
出欠連絡は宴会予約の関係があり１月１１日（金）までに下記幹事宛連絡願います。

宴会変更は１月２３日（水）まで受付、直接尾崎まで連絡願います。
参加形式 ○全参加　　◎宴会のみ参加　　△都内ウォークのみ参加（途中参加も可）　

・途中参加の場合は京王線・府中駅または南武線/武蔵野線・府中本町駅下車
　徒歩１０分程度で大國魂神社・本殿前＝１３時４５分が良いと思います。
・宴会のみの場合は解散後に表示した、JR南武線・矢川駅よりお越し下さい。

戸田七支 ０４７１－４９－１６４８ 尾崎文明 ０３－３９０４－９７３０
不二山典子 ０４７－４３２－２６８９ 当日緊急連絡　090-1770-9359 以上


